
令和６年度 岡山県立博物館 博物館実習 
  

実 施 要 項 
 

１ 趣 旨 

博物館法第５条第１項第１号及び第２号により学芸員資格修得を希望する学生に対

して、博物館法施行規則第１条備考の３により博物館において実習を行う機会を供与し、

博物館に関わる人材育成に資するとともに博物館活動の普及を行うことを目的とする。 

   この実習を通して博物館資料の収集や保管、調査、整理、展示、教育普及の実務を

体験し、学芸員の業務および博物館運営の実態を理解する。    

 

２ 対 象 

（１）現在、大学又は大学院に在学中であり、博物館法施行規則第１条に定められた博物 

館に関する科目の単位を履修済又は履修中の者。 

（２）岡山県内出身者もしくは岡山県内の大学又は大学院に在籍する者。 

（３）大学又は大学院において修得すべき博物館に関する科目と同様、「生涯学習概論」・ 

「博物館概論」をはじめとする必須科目、「文化史」、「美術史」等の選択科目を履修 

し、博物館学芸員を志望する者。歴史学、考古学、民俗学、美術史等、当館の活動に 

関わる学問分野の専攻をしている者が望ましい。 

※専門、専攻分野が異なる場合の応募の際には、履修科目の確認および提出書類を 

検討の上、受入を判断する。 

（４）本館が定める全期間において実習可能な者。 

 

３ 定員 

２０名程度（定員を超えた場合には提出書類による選考を実施） 

 

４ 実習期間（計５日間） 

講義実習（３日間）：８月２１日（水）～２３日（金） 

支援実習（２日間）：８月～９月の博物館行事がある日のうち２日 

 

５ 実習内容  

   講義実習：博物館資料の調査研究、保存管理、展示公開、教育普及活動に関わる 

講義と実習 

   支援実習：実習期間中の展覧会および実施事業の支援活動 

 

６ 募集受付期間 

   令和６年４月１日（月）～令和６年５月２４日（金）＜必着＞ 



７ 申請の方法 

実習希望者は次の書類を準備の上、所属大学を通して以下の書類を提出すること。 

※申請の方法については当館ホームページ上にて公開する。 

 

（１）博物館実習志願書＜様式１＞ 

    希望者本人が自筆で記入。 

（２）希望理由書 

希望者本人が自筆で作成。岡山県立博物館での博物館実習を希望する理由、および

学芸員を志す理由について８００字程度にまとめる。 

（Ａ４タテの４００字詰め原稿用紙に横書き、最初の行に大学名、氏名を必ず記入 

すること） 

（３）博物館実習申請書＜様式２＞ 

大学長又は学部長名で申請書を作成。なお、希望者が２人以上の場合は推薦順位を

記入するものとする。 

（４）受け入れ可否通知用の返信用封筒（返信先明記のうえ、８４円切手貼付のこと） 

 

８ 通知・承諾 

   受入の可否については、６月上旬に所属大学および本人あてに通知する。 

 

９ 修 了 

   実習期間を満たした学生に対して、本人あての修了証、所属大学あての実習修了証明

書を発行する。 

 

10 その他  

実習にかかる費用・謝金等は一切不要とする。対物・対人保険を含め、大学もしくは

学生が予め加入の上、実習に臨む。事故等が生じた場合は、本人及び所属大学でその責

を負うものとする。また、当館職員による実習生の評価は行わない。 

 

11  問い合わせ先 

   岡山県立博物館 学芸課 博物館実習担当 

    〒７０３－８２５７ 岡山県岡山市北区後楽園１番５号 

ＴＥＬ：０８６－２７２－１１７８（学芸課直通） 

 

    ※受付の際入手の実習申込者の個人情報については、実習に係わる業務上必要な 

場合のみにこれを使用する。 


